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午
前
１０
時
、
開
会
式
が
始
ま
っ

た
。
会
場
に
は
全
国
各
地
の
予
選

大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
１１
組
の
親

子
が
勢
ぞ
ろ
い
。
応
援
す
る
家
族

や
親
戚
、
ガ
ス
事
業
者
も
集
ま
っ

て
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
内

田
高
史
・
日
本
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
促
進
協
議
会
会
長
は
「
実

技
を
伴
う
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
と
し

て
は
応
募
総
数
日
本
一
の
大
会
。

日
頃
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し

て
仲
良
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
ほ
し

い
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
こ

と
が
最
高
の
思
い
出
に
な
る
よ
う

大
い
に
楽
し
ん
で
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
司
会
者
が
１１
組
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
、
親
子
が
ス

テ
ー
ジ
に
登
壇
。
出
場
親
子
を
代

表
し
て
、
関
東
中
央
地
区
代
表

（
長
野
県
）の
黒
澤
慎
吾
君
（
小

５
）、
由
香
里
さ
ん
親
子
が
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
親
子
の

絆
を
深
め
、
わ
が
家
の
メ
ニ
ュ
ー

を
楽
し
く
料
理
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
元
気
に
選
手
宣
誓
し
た
。

実
技
審
査
は
東
京
ガ
ス
新
宿
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
の
１
階
と
２
階
の
調

理
会
場
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。

「
わ
が
家
の
お
い
し
い
ご
は
ん

～
家
族
で
一
緒
に
作
ろ
う
、
う
ち

の
自
慢
メ
ニ
ュ
ー
～
」
を
テ
ー
マ

に
４
人
分
の
料
理
を
制
限
時
間
６０

分
で
調
理
し
た
。
審
査
基
準
は
①

親
子
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
②
お
い

し
さ
、
③
わ
が
家
な
ら
で
は
の
工

夫
、
④
ガ
ス
な
ら
で
は
の
調
理
方

法
―
の
４
項
目
。
審
査
委
員
は
服

部
学
園
理
事
長
の
服
部
幸
應
氏

（
審
査
委
員
長
）、帝
国
ホ
テ
ル
総

料
理
長
の
田
中
健
一
郎
氏
、
全
国

小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会
会
長

の
曽
我
部
多
美
氏
。
実
技
・
試
食

審
査
を
行
い
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１

組
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
３
組
、
審
査

委
員
特
別
賞
３
組
、
炎
の
ク
ッ
キ

ン
グ
賞
４
組
が
選
ば
れ
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
の
藁
科
さ
ん
親
子

は
「
栄
養
た
っ
ぷ
り
！

茨
城
た

っ
ぷ
り
！

味
わ
う
ご
は
ん
」
を

テ
ー
マ
に
５
品
を
調
理
し
た
。
主

菜
の
ロ
ー
ル
レ
タ
ス
は
ロ
ー
ル
キ

ャ
ベ
ツ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
藁
科
家

の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
。
生
産
量
日
本

一
の
県
産
レ
ン
コ
ン
を
す
り
お
ろ

し
た
も
の
と
刻
ん
だ
も
の
の
２
種

類
加
え
て
食
感
を
工
夫
し
た
。
圧

力
鍋
を
使
っ
て
、
時
短
調
理
も
追

求
し
た
。
サ
ラ
ダ
に
は
特
産
の
ピ

ー
ナ
ツ
を
砕
い
て
使
い
、
味
の
ア

ク
セ
ン
ト
に
し
た
。

快
成
君
は
ア
ジ
の
春
巻
き
を
担

当
。
具
材
の
ア
ジ
は
出
刃
包
丁
を

使
っ
て
素
早
く
三
枚
お
ろ
し
に

し
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

授
賞
式
後
、
報
道
陣
に
「
夢
の
ま

た
夢
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
と
れ
て
う
れ
し
い
」
と

語
っ
た
快
成
君
。
尚
子
さ
ん
も
夢

の
よ
う
だ
と
話
し
、「
調
理
中
、

慌
て
て
し
ま
う
私
に
声
を
掛
け
て

く
れ
て
頼
も
し
か
っ
た
。
一
緒
に

料
理
す
る
こ
と
で
相
手
を
気
遣
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
成

長
を
感
じ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
３
組

住
宅
生
産
団
体
連
合
会
賞
は
神

奈
川
県
川
崎
市
の
小
野
塚
亮
万
君

（
小
４
）・
亮
人
さ
ん
。唯
一
の
父
親

と
息
子
の
ペ
ア
だ
。
家
族
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
だ
板
前

帽
を
か
ぶ
っ
て
奮
闘
し
た
。
川
崎

市
の
伝
統
野
菜
「
万
福
寺
人
参
」

な
ど
に
加
え
、
一
緒
に
暮
ら
す
祖

父
が
釣
っ
た
ア
ジ
の
自
家
製
干
物

や
祖
母
の
梅
干
し
を
取
り
入
れ

た
。「
み
そ
い
も
つ
け
麺
高
座
豚

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
付
」
に
は
自
家
製

麺
を
使
用
し
、
審
査
委
員
を
驚
か

せ
た
。
何
度
も
練
習
し
た
亮
万

君
。
家
族
の
応
援
を
力
に
、
自
信

を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

キ
ッ
チ
ン
・

バ
ス
工
業
会
賞

は
福
岡
市
の
山

口
依
真
さ

ん

（
小
６
）
・
佳

世
子
さ
ん
。
テ

ー
マ
は
福
岡
ら

し
く
「
ア
ジ
ア

の
玄
関
口
」
に

し
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
５
品
を
作

っ
た
。「
博

多

水
炊
き
風
カ
オ
マ
ン
ガ
イ
」
は
、

コ
ン
ロ
の
炊
飯
機
能
を
使
っ
て
ご

飯
と
鶏
肉
を
一
緒
に
炊
き
上
げ
、

添
え
た
ゆ
で
卵
は
グ
リ
ル
で
調
理

す
る
な
ど
、
コ
ン
ロ
を
使
い
こ
な

し
た
。
家
庭
科
が
得
意
な
依
真
さ

ん
。
調
味
料
を
計
量
ス
プ
ー
ン
で

量
っ
た
り
、
エ
ビ
ト
ー
ス
ト
を
慎

重
に
揚
げ
た
り
、
丁
寧
な
作
業
が

光
っ
た
。

日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業
会
賞

は
長
野
県
佐
久
郡
小
海
町
の
黒
澤

慎
吾
君
（
小
５
）・
由
香
里
さ
ん
。

２
人
が
住
む
長
野
「
信
州
」
を
テ

ー
マ
に
、
山
々
の
紅
葉
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
赤
や
黄
色
の
食
材
を
使
っ

て
彩
り
良
く
仕
上
げ
た
。
シ
ン
プ

ル
な
わ
が
家
の
味
に
も
こ
だ
わ
っ

て
、
焼
い
た
信
州
サ
ー
モ
ン
を
の

せ
た
白
い
ご
飯
と
み
そ
汁
を
基
本

に
、
お
か
ず
を
組
み
合
わ
せ
た
。

主
菜
の
信
州
蓼
科
牛
と
エ
リ
ン
ギ

の
炒
め
物
は
慎
吾
君
が
フ
ラ
イ
パ

ン
で
豪
快
に
炒
め
た
。
２
人
で
声

を
掛
け
合
っ
て
、
最
後
ま
で
リ
ズ

ム
よ
く
調
理
し
た
。

第
１１
回
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催
・
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
／
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
、
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
工
業

会
、
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業
会
、
日
本
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
協
議
会
の
４
団
体
で
構
成
。
後
援
・
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産

省
、
全
国
小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会
）
の
全
国
大
会
が
１
月
２８
日
、
東
京
ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
開
か
れ
、
審
査
の
結
果
、
関
東
中
央
地
区

代
表
・
茨
城
県
牛
久
市
在
住
の
藁
科
快
成
君
（
小
学
６
年
生
）、
尚
子
さ
ん
親
子
が
見
事
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ウ
ィ
ズ
ガ
ス
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
賞
に
選
ば
れ
た
。

応
募
総
数
は
過
去
最
多
の
５
万
８
２
３
４
組
。
男
の
子
と
保
護
者
の
ペ
ア
が
優
勝
す
る
の
は
第
１
回
大
会
以
来
、
２
回
目
と
な
る
。

審
査
委
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た

の
は
３
組
。
北
海
道
地
区
代
表
の

荒
井
笑
華
さ
ん
（
小
５
）
・
文
恵

さ
ん
、
東
北
地
区
代
表
の
齋
藤
璃

子
さ
ん
（
小
５
）
・
悠
子
さ
ん
、

北
陸
地
区
代
表
の
荒
井
春
妃
さ
ん

（
小
４
）・
安
津
子
さ
ん
親
子
だ
。

荒
井
笑
華
さ
ん
は
１
年
生
の
時

か
ら
文
恵
さ
ん
と
釧
路
ガ
ス
の
親

子
料
理
教
室
に
通
う
。
慣
れ
た
手

付
き
で
サ
ン
マ
を
三
枚
に
お
ろ

し
、５
本
の
菜
箸
で
器
用
に
炒
り

卵
を
調
理
。釧
路
名
産
の
サ
ン
マ

の
ち
ら
し
寿
司
と
三
平
汁
な
ど
５

品
の
エ
コ
御
膳
を
完
成
さ
せ
た
。

チ
ー
ズ
を
作
っ
た
際
に
出
た
ホ
エ

ー
は
炊
飯
に
活
用
。
２
段
鍋
を
使

っ
て
時
短
と
エ
コ
に
も
配
慮
し

た
。

齋
藤
さ
ん
親
子
は
、
母
か
ら
娘

へ
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
岩
手

の
郷
土
料
理
を
わ
が
家
流
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
４
品
で
勝
負
。
土
鍋
ご

飯
と
凍
み
豆
腐
の
は
さ
み
煮
に
は

三
陸
の
サ
ケ
を
使
用
。
薄
力
粉
に

水
を
加
え
薄
く
伸
ば
し
て
ち
ぎ
っ

た
「
ひ
っ
つ
み
」
は
た
っ
ぷ
り
の

野
菜
と
煮
込
ん
だ
。
ヨ
ー
グ
ル
ト

ソ
ー
ス
に
は
甘
酒
を
プ
ラ
ス
し

た
。荒

井
春
妃
さ
ん
・
安
津
子
さ
ん

は
全
国
大
会
２
回
目
の
挑
戦
。
大

豆
を
お
か
ら
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
郷

土
料
理
の
「
呉
汁
」
や
ブ
リ
な
ど

富
山
の
味
覚
を
取
り
入
れ
た
５
品

を
調
理
。
ブ
リ
の
み
ぞ
れ
蒸
し
は

ブ
リ
を
直
火
で
あ
ぶ
り
、
香
り
よ

く
仕
上
げ
た
。
富
山
湾
名
物
の
ウ

マ
ズ
ラ
ハ
ギ
は
春
妃
さ
ん
が
三
枚

に
お
ろ
し
、
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
に
。
審

査
委
員
に
注
目
さ
れ
な
が
ら
し
っ

か
り
し
た
手
付
き
で
進
め
た
。

炎
の
ク
ッ
キ
ン
グ
賞
は
４
組
。

東
海
地
区
代
表
の
今
西
由
奈
さ
ん

（
小
２
）
・
沙
代
さ
ん
、
近
畿
地

区
代
表
の
髙
嶋
緋
愛
さ
ん
（
小

６
）
・
早
由
紀
さ
ん
、
中
国
地
区

代
表
の
青
井
姫
奈
さ
ん
（
小
４
）

・
恵
理
さ
ん
、
四
国
地
区
代
表
の

横
田
友
幸
君
（
小
６
）
・
英
美
さ

ん
親
子
に
贈
ら
れ
た
。

今
西
由
奈
さ
ん
は
最
年
少
の
２

年
生
。
踏
み
台
に
乗
り
、
小
さ
な

包
丁
を
手
に
野
菜
を
切
る
、
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
め
る
な
ど
小
さ
な
体

を
精
一
杯
使
っ
た
。
沙
代
さ
ん
は

由
奈
さ
ん
も
通
っ
た
保
育
園
の
栄

養
士
。「
子
供
も
で
き
る
お
手
伝
い

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
簡
単
に
早
く

で
き
る
日
常
の
メ
ニ
ュ
ー
に
し

た
」と
い
う
。岐
阜
県
羽
島
市
産
の

黒
豆
、
藤
九
郎
ぎ
ん
な
ん
な
ど
５

品
全
て
に
地
元
食
材
を
使
っ
た
。

髙
嶋
さ
ん
親
子
は
初
挑
戦
で
全

国
大
会
へ
進
ん
だ
。
５
人
兄
弟
の

真
ん
中
の
緋
愛
さ
ん
は
、
姉
２
人

と
よ
く
料
理
す
る
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
早
由
紀
さ
ん
と
の
連
携
が
抜

群
。
明
石
だ
こ
や
播
州
黒
豆
、
揖

保
乃
糸
な
ど
地
元
の
名
産
品
を
生

か
し
、
５
品
を
完
成
さ
せ
た
。

青
井
さ
ん
親
子
は
姫
奈
さ
ん
が

１
年
生
の
時
か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
に

挑
戦
し
、
初
め
て
全
国
大
会
に
進

ん
だ
。「
岡
山
名
産
！
黄
ニ
ラ
の

油
揚
げ
巻
き
ソ
テ
ー
」
は
姫
奈
さ

ん
が
一
人
で
完
成
さ
せ
た
。
黄
ニ

ラ
と
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
具
材
を

油
揚
げ
で
巻
い
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で

焼
い
た
。
お
雑
煮
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
汁
物
に
入
れ
る
ゴ
ボ
ウ
の
さ
さ

が
き
も
リ
ズ
ム
よ
く
で
き
た
。

横
田
さ
ん
親
子
は
、
じ
ゃ
こ
天

や
え
び
ち
く
わ
、
削
り
か
ま
ぼ
こ

な
ど
愛
媛
の
食
材
を
１
品
に
三
つ

以
上
使
い
、
５
品
を
調
理
。
汁
料

理
の
「
い
も
た
き
」
は
県
民
に
親

し
ま
れ
る
郷
土
料
理
。
手
羽
先
の

中
骨
で
だ
し
を
と
り
、
白
玉
団
子

と
タ
コ
を
加
え
た
。
調
理
師
を
目

指
す
友
幸
君
。
英
美
さ
ん
と
声
を

掛
け
合
い
楽
し
く
料
理
し
た
。

関東中央地区（茨城県在住）
藁科 快成君（小6)・尚子さん

栄養たっぷり！ 茨城たっぷり！
味わうごはん

メニュー すりおろしレンコンでふ

んわりロールレタス、ほんのり甘い干

し芋ごはん、アジのカリッと春巻き、

さっぱり野菜のシャキシャキピーナツ

和え、スイートポテト

わが家の工夫 茨城県の特産物を調

べて、たくさん入れました。ロールレ

タスは、生産量全国 1位のレンコン

を、すりおろしたものと刻んだものを

入れて、食感を工夫しました。ご飯は

生産量 1位の干し芋を炊き込んで、ほ

んのり甘く。サラダはピーナツを砕い

てドレッシングを作ってあえました。

単身赴任中のお父さんに食べてもら

いたい。野菜が不足しているので、こ

の料理で元気になってほしいです。

関東中央地区代表（神奈川県在住）

小野塚 亮万君（小4)・亮人さん

九州地区代表（福岡県在住）

山口 依真さん（小6)・佳世子さん

関東中央地区代表（長野県在住）

黒澤 慎吾君（小5)・由香里さん

かながわ 親子漫才（万菜）アジアの玄関口福岡から発信
わが家のアジアンおもてなしメニュー

信州の秋を感じる
色どりごはん

メニュー みそいもつけ麺

高座豚チャーシュー付、紅白

あじ合戦、小田原巨大タコタ

コ 万福寺と人参天ぷら、名

物ほととぎす巻、大好きトマ

ト丸ごと寒天寄せ

わが家の工夫 おじいちゃ

んの釣ったアジの干物と、お

ばあちゃんが毎年漬けている

梅干しを主菜の皿に盛り、江ノ

島でとれるしらす干しや三浦

大根を、見た目もきれいに盛り

付けて、楽しく食事が進むよ

うに色使いも工夫しました。

メニュー 博多水炊き風カ

オマンガイ、2色のしゅうま

い、糸島産パクチー入りエビ

トースト、エッグタルト、朝

倉みかんジュースのカクテル

わが家の工夫 時短調理、

食材を使い切る、家庭の味―

が献立のテーマ。カオマンガ

イやしゅうまいのたれは味の

アクセントに博多のしょうゆ

やカボスを使ってさっぱり仕

上げました。エッグタルトは

余ったしゅうまいの皮と残っ

た卵黄を活用しています。

メニュー 信州蓼科牛とエ

リンギの炒め物、塩丸イカと

タコのカラフルマリネ、海と

畑のバランスみそ汁、二色の

大学いも、信州サーモンと寒

天のもちもち鮭ご飯

わが家の工夫 いろどりを

親子で考えながら、秋の食材

を取り入れて作りました。大切

にしているお友達、おじいちゃ

ん、おばあちゃんが喜ぶ顔を

思い浮かべて考えました。2

人のチームワークもおいしさ

をつなぐ調味料の一つです。

ウウィィズズガガスス
ＣＣＬＬＵＵＢＢ賞賞

「楽しく調理します」と選手宣誓

住住
宅宅
生生
産産
団団
体体
連連
合合
会会
賞賞

わ

ら

し

な

優
勝
は
藁
科
さ
ん（

茨
城

県

）

親
子
の
絆
、料
理
で
深
め
る

日本一の料理自慢親子決定

第11回親子クッキングコンテスト 全国大会開催

キキ
ッッ
チチ
ンン
・・
ババ
スス
工工
業業
会会
賞賞

各
賞
も
地
元
食
材
使
い
健
闘

各
賞
も
地
元
食
材
使
い
健
闘

過去最多の 5万 8234 組から選ばれた 11 組の親子が、熱戦を繰り広げた

日日
本本
ガガ
スス
石石
油油
機機
器器
工工
業業
会会
賞賞

審査委員が目を光らせる中、調理した

担当した料理は、最後までやりきった

声を掛け合い、調理を進めた
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▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼地
元
食
材
を
研
究

エ
コ
へ
も
配
慮

北
海
道
地
区
代
表

荒
井
笑
華
さ
ん（
小
５
）・
文
恵
さ
ん

積
極
的
に
料
理

来
年
リ
ベ
ン
ジ

東
北
地
区
代
表

齋
藤
璃
子
さ
ん（
小
５
）・
悠
子
さ
ん

自
分
の
力
発
揮

成

長

を

実

感

関
東
中
央
地
区
代
表

藁
科
快
成
君（
小
６
）・
尚
子
さ
ん

自
発
的
に
行
動

再
挑
戦
へ
意
欲

関
東
中
央
地
区
代
表

小
野
塚
亮
万
君（
小
４
）・
亮
人
さ
ん

２
人
で
作
る
と

楽

し

い

ね

関
東
中
央
地
区
代
表

黒
澤
慎
吾
君（
小
５
）・
由
香
里
さ
ん

進

ん

で

お

手

伝

い

コ
ン
テ
ス
ト
の
発
展
を

東
海
地
区
代
表

今
西
由
奈
さ
ん（
小
２
）・
沙
代
さ
ん

自
ら
考
え
行
動

で
き
る
子
に
成
長

北
陸
地
区
代
表

荒
井
春
妃
さ
ん（
小
４
）・
安
津
子
さ
ん

妹

と

弟

に

思

い

を

託

す

近
畿
地
区
代
表

髙
嶋
緋
愛
さ
ん（
小
６
）・
早
由
紀
さ
ん

調
理
の
腕
上
が
る

母
親
を
リ
ー
ド

中
国
地
区
代
表

青
井
姫
奈
さ
ん（
小
４
）・
恵
理
さ
ん

夢

は

調

理

師

親
子
の
絆
深
ま
る

四
国
地
区
代
表

横
田
友
幸
君（
小
６
）・
英
美
さ
ん

思
い
や
り
育
つ

最
高
の
思
い
出
に

九
州
地
区
代
表

山
口
依
真
さ
ん（
小
６
）・
佳
世
子
さ
ん

結
果
発
表
に
「
す
ご
く
ド
キ
ド

キ
、
わ
く
わ
く
し
た
」
と
話
す
笑

華
さ
ん
。
実
技
が
終
わ
っ
た
後
の

試
食
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
そ
う

だ
。コ

ン
テ
ス
ト
に
取
り
組
む
に
当

た
り
、
親
子
で
地
元
食
材
を
研

究
。
エ
コ
へ
の
配
慮
や
見
栄
え
の

良
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

「
無
事
に
作
り
終
え
る
こ
と
が

で
き
て
ほ
っ
と
し
た
」
と
文
恵
さ

ん
。「
笑
華
は
環
境
問
題
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
す
る
親
子
の
輪
が
ど
ん
ど

ん
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
思
い
を
込
め
た
。

母
親
の
悠
子
さ
ん
は
５
回
目
の

挑
戦
で
初
め
て
の
全
国
大
会
。

「
夢
の
舞
台
に
立
て
、
親
子
で
良

い
経
験
に
な
っ
た
。
来
年
リ
ベ
ン

ジ
し
た
い
」
と
話
す
。
５
年
生
の

璃
子
さ
ん
も
「
ま
た
こ
こ
に
来
た

い
」
と
や
る
気
を
見
せ
る
。

岩
手
の
味
覚
を
詰
め
込
ん
だ
和

食
膳
は
、
だ
し
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
深
み
の
あ
る
味
に
仕
上
げ

た
。
香
り
や
彩
り
も
工
夫
し
た
。

璃
子
さ
ん
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

練
習
を
重
ね
て
い
く
中
で
普
段
か

ら
料
理
を
積
極
的
に
手
伝
う
よ
う

に
な
っ
た
。「
助
か
っ
て
い
ま
す
」

と
悠
子
さ
ん
は
話
す
。

小
学
５
年
生
の
時
に
初
め
て
挑

戦
し
、
２
回
目
で
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
。
快
成
君
は
「
有
名

な
服
部
先
生
に
会
え
、
コ
ン
テ
ス

ト
で
自
分
の
力
を
出
せ
て
良
か
っ

た
」
と
充
実
感
あ
ふ
れ
る
表
情
。

尚
子
さ
ん
は
「
練
習
で
は
う
ま

く
い
か
ず
に
ケ
ン
カ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
本
番
で
私
が
焦

っ
て
い
る
と
『
大
丈
夫
！
あ
と
何

分
あ
る
。
こ
れ
も
や
っ
て
お
く

ね
』
と
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
、
と

て
も
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
が
出
て
き

て
、
成
長
を
感
じ
ま
し
た
」

小
学
２
年
生
の
時
に
初
め
て
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
３
回
目
の

挑
戦
で
夢
の
全
国
大
会
行
き
を
か

な
え
た
。
父
親
の
亮
人
さ
ん
は
、

「
自
ら
率
先
し
て
『
練
習
し
よ

う
』
と
言
う
な
ど
、
自
発
的
な
行

動
力
が
身
に
付
き
ま
し
た
」
と
亮

万
君
の
成
長
ぶ
り
を
感
じ
て
い

る
。亮

万
君
は
「
い
つ
も
通
り
、
頑

張
っ
た
。
準
優
勝
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
言
い
、
亮
人
さ
ん
は

「
２
人
の
持
て
る
力
は
全
て
出
し

ま
し
た
。
次
は
優
勝
を
目
指
し
た

い
」
と
再
挑
戦
に
意
欲
を
見
せ

た
。初

参
加
で
全
国
大
会
ま
で
進
出

し
た
。
慎
吾
君
は
、「
初
め
て
だ

っ
た
の
に
準
グ
ラ
ン
プ
リ
が
と
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
。
来
年
も
応
募

し
た
い
」
と
話
す
。

由
香
里
さ
ん
は
「
動
き
や
す
い

キ
ッ
チ
ン
で
、
最
後
ま
で
楽
し
く

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
で
き
ま
し

た
」。
も
と
も
と
料
理
に
興
味
が

あ
っ
た
慎
吾
君
。
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
料
理
が
も
っ
と
好
き
に

な
っ
た
。「
２
人
で
作
る
と
楽
し

い
ね
、
早
く
で
き
る
ね
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
」
と
由
香
里
さ
ん
。

最
年
少
出
場
者
と
な
っ
た
２
年

生
の
由
奈
さ
ん
。
全
国
大
会
は

「
楽
し
か
っ
た
」そ
う
だ
。
沙
代
さ

ん
も
「
こ
の
よ
う
な
大
舞
台
で
親

子
で
料
理
で
き
る
こ
と
は
貴
重
な

経
験
。
楽
し
み
ま
し
た
」と
い
う
。

普
段
か
ら
料
理
の
お
手
伝
い
を

す
る
由
奈
さ
ん
。
沙
代
さ
ん
は

「
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
料
理
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
進
ん
で
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

第
９
回
大
会
に
続
き
、
２
回
目

の
全
国
大
会
出
場
と
な
っ
た
。

「
ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
を
三
枚
に
お
ろ

し
た
こ
と
が
自
慢
で
す
。
練
習
通

り
に
で
き
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う

な
春
妃
さ
ん
。

安
津
子
さ
ん
は
「
全
国
大
会
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
」。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
、

「
自
分
で
考
え
て
行
動
し
た
り
、

効
率
良
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
春
妃
さ
ん
の
成
長

ぶ
り
を
実
感
し
て
い
た
。

マ
マ
友
と
作
っ
た
「
お
う
ち
ご

は
ん
の
う
た
」
を
流
し
な
が
ら
楽

し
く
練
習
し
た
と
い
う
髙
嶋
さ
ん

親
子
。
緋
愛
さ
ん
は
「
地
元
の
食

材
を
た
く
さ
ん
使
い
、
み
ん
な
に

愛
が
届
く
よ
う
に
心
を
込
め
て
作

っ
た
」
と
い
う
。「
私
は
も
う
出

ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
妹
や
弟
に
出

て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
託
す
。

早
由
紀
さ
ん
に
と
っ
て
も
「
素

敵
な
思
い
出
」
に
な
っ
た
。
緋
愛

さ
ん
は
、
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ

よ
う
と
、
工
夫
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
姿
に
「
と
て
も
成
長
を
感
じ

た
」
と
喜
ぶ
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
１
年
生
の
時
か

ら
挑
戦
し
て
き
た
姫
奈
さ
ん
。

「
１
位
に
は
な
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
」。

恵
理
さ
ん
は
「
全
国
大
会
と
い

う
大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
を

誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
低
学
年
の

時
は
私
の
お
手
伝
い
程
度
で
し
た

が
、
包
丁
使
い
も
ど
ん
ど
ん
上
手

に
な
り
、
手
際
良
く
私
を
リ
ー
ド

し
て
く
れ
る
姿
を
見
る
と
、
成
長

を
感
じ
ま
す
。
今
回
は
ゴ
ボ
ウ
の

さ
さ
が
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
す
。

初
め
て
の
全
国
大
会
の
舞
台
に

立
ち
、「
一
生
懸
命
お
母
さ
ん
と

料
理
が
作
れ
て
良
か
っ
た
」
と
友

幸
君
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、

調
理
師
の
夢
が
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ

と
い
う
。

英
美
さ
ん
は
「
４
人
兄
弟
な
の

で
１
対
１
で
向
き
合
う
こ
と
が
な

か
な
か
で
き
な
い
け
れ
ど
、
コ
ン

テ
ス
ト
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
子
供
と
楽

し
く
取
り
組
め
ま
し
た
。
家
族
全

員
の
良
い
思
い
出
で
す
。
素
晴
ら

し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」。

２
回
目
の
応
募
で
全
国
大
会
ま

で
進
ん
だ
。
料
理
だ
け
で
な
く
、

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
復
興
を
願

っ
て
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
の
小

石
原
焼
き
の
お
皿
を
使
う
な
ど
福

岡
へ
の
思
い
を
随
所
に
示
し
た
。

依
真
さ
ん
は
「
６
年
生
の
最
高

の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

す
。
佳
世
子
さ
ん
は
、「
あ
う
ん

の
呼
吸
で
相
手
が
何
を
し
て
ほ
し

い
か
な
ど
思
い
や
り
や
、
先
の
工

程
を
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
依
真
さ

ん
の
成
長
を
感
じ
た
。

書
類
選
考
、地
区
大
会
を
経
て
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち
取
っ
た
１１
組
の
親
子
に
、全
国
大
会
に
参
加
し
て
の

感
想
や
、こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
聞
い
た
。ま
た
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

の
子
供
の
成
長
ぶ
り
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

はばたけ釧路っ子！
たんちょうエコ御膳

わが家のごっつぉ
岩手の味覚たっぷり

はるひの台所☆
わがやのHOTするごはん

早い！ 簡単！ おいしい！
今西家のごはん

愛�がいっぱい播州ご飯♪

瀬戸内発！岡山のめぐみと野菜たっぷり
『もんげー』我が家の元気ごはん今日は親子の皆さんにガスを使ったさま

ざまな調理法を披露していただきました。

見事なチームワークでした。言葉を発し

ず、目配せや背中に触れるだけで意思疎通

する親子もいました。調理を通じて培った

連携により、今後、親子や兄弟姉妹の絆が

さらに深まることが想像できてうれしく思

いました。

世界で一番調理のできない母親を育てて

しまったのは日本だと思います。核家族が

8 割を超え、かつて祖父母の役目だった食

事時のしつけがおろそかになっています。

食を通じた親子の連携は、このしつけに通

じます。今日腕を振るった親子はマナー教

育がしっかりされてますから、今後皆さん

のお手本になるでしょう。

今日の 11 組はものすごい倍率を突破し

ての出場です。惜しくも全国大会に勝ち進

めなかった方もチャンスは誰にでもありま

す。これからもぜひ挑戦して下さい。クッ

キングコンテストがずっとこれからも続く

ことを望みます。そのことによって全国

津々浦々のご家庭や地域に、きっと良い影

響を及ぼすはずです。

今日出場のお子さん達が成長し、素晴ら

しい料理を作る家庭を築かれることを願っ

ています。頑張って下さい。

今年は昨年を上回る大接戦でした。わず

かな点差の中に 11 組が並び、われわれ審

査委員は大いに悩みました。では、そんな

僅差の中で何が順位を分ける決め手になっ

たのかについて、料理人の立場から幾つか

お話させていただきます。

上位入賞の組は全体的に非常に料理がシ

ンプルでした。中にはかなり多くの調味料

を使った料理もありましたが、上位に入賞

した親子の料理は 1品 1品を間違いなく、

丁寧に確実に作っていました。

審査項目の中にガス火を生かした調理と

いうのがあり、土鍋を使うなど皆さんいろ

いろと工夫されていましたが、残念ながら

十分に火が通っていない料理もありまし

た。

一方でチームワークに関しては皆さん素

晴らしく、私は全組に満点を付けました。

料理は見た目も大事ですが、それ以上にお

いしさが重要です。いくら見た目を飾って

もおいしくなければ仕方ありません。どの

親子の料理も食べてほしい人への思いが詰

まった、とても素晴らしい出来栄えでし

た。

これからもたくさんのおいしい料理を作

れるよう、親子で頑張って下さい。

皆さんのレシピを事前に読んだところ、

地域の特産物を使ってわが家ならではの味

を出そうという意欲的なものばかりで、期

待して審査に臨みました。実際の料理は予

想をはるかに超えるおいしさで驚きまし

た。どの組も地産地消を意識し、調味料ま

で研究して、わが家風の料理を追求されて

いることが、調理する姿や味付けからひし

ひしと伝わってきました。

また、2段鍋を使ったり、食材を最後ま

で使い切る工夫にも感心しました。五感を

使う料理や五味を味わう献立の工夫など、

それぞれの親子が楽しみながら調理に取り

組む様子もしっかり伝わってきました。

小学校では 5年生になると家庭科が始ま

り、一番最初に学ぶのがガスの使い方で

す。今日はどの組も目的に応じてガスを上

手に使いこなしていました。土鍋を使った

りガスならではの調理法を組み合わせた

り、挑戦する親子が多く見られました。料

理の味は炎が決め手です。どうぞこれから

も目的に合わせ、ガス火を安全かつ上手に

コントロールして、わが家ならではの味の

レパートリーをたくさん増やしていって下

さい。

素晴らしい 11 組の皆さんに心から拍手

を贈ります。

愛媛の食材で彩る心も体もほっこり
おもてなし御膳

炎炎ののククッッキキンンググ賞賞

東海地区代表（岐阜県在住）

今西 由奈さん（小2)

沙代さん

近畿地区代表（兵庫県在住）

髙嶋 緋愛さん（小6)

早由紀さん

中国地区代表（岡山県在住）

青井 姫奈さん（小4)

恵理さん

四国地区代表（愛媛県在住）

横田 友幸君（小6)

英美さん

審審査査委委員員特特別別賞賞

北海道地区代表（北海道在住）

荒井 笑華さん（小5)

文恵さん

東北地区代表（岩手県在住）

齋藤 璃子さん（小5)

悠子さん

北陸地区代表（富山県在住）

荒井 春妃さん（小4)

安津子さん

審審
査査
員員
のの
講講
評評

制限時間 60 分。あうんの呼吸で調理した

参参
加加
者者
のの
声声

審
査
委
員
長

学
校
法
人
服
部
学
園
理
事
長

服
部
栄
養
専
門
学
校
校
長

医
学
博
士

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
成
長

食の連携が
しつけに通じる

服
部

幸
應
氏

思
い
や
り
や
行
動
力
の
あ
る
子
供
に

審
査
委
員

帝
国
ホ
テ
ル
総
料
理
長

一
般
社
団
法
人

料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
代
表

丁寧な調理が
決め手に

田
中

健
一
郎
氏

親子ともに、練習の成果を発揮した

審
査
委
員

全
国
小
学
校
家
庭
科

教
育
研
究
会
会
長

ガスの炎で
わが家の味を

曽
我
部

多
美
氏

自慢の腕を披露した
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